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　会員の皆様今日は。
今日も大変天気も良く、春を通り越して初夏の陽気です。
何か季節が少しずつずれていると感じるのは私だけで
しょうか。
　さて、本来なら第３週例会で副会長が挨拶する週です
が、所用があり私が変わってここに立っています。
　昨日、親クラブの三島ＲＣが創立55周年記念例会を開
催いたしまして、幹事と出席してまいりました。55年の
伝統に培ったそれは見事な例会運営でした。私共西クラ
ブも親クラブを先生として一緒に地域の奉仕団体とし
て活動していくことを誇りに思いたいと強く感じ入り
ました。その後の懇親会は大変楽しい中で行われ 、時の
経つのも忘れるような時間を過ごしてまいりました。報
告をいたしておきます。
　ところで、今日は社会奉仕委員会の例会担当で、認知
症に対する啓発活動のための演劇をしてくれるそうです。
会員の皆様も是非理解を深める様にお願いいたします。
　

幹事報告 幹事　森崎祐治君

①集合写真撮影ついて
　40周年記念誌用の集合写真を撮ります。本日例会終
　了後、プラザホテル３階写真室に御移動ください。
②他クラブ周年式典について
　昨日16日、三島ＲＣ55周年記念式典に会長、幹事で
　参加してまいりました。また、5月31日には御殿場Ｒ
　Ｃ45周年記念式典があります。これも会長、幹事で
　参加予定です。
③次週24日の例会は卓話を変更して、「親睦一座」の
　時間といたします。

“こんにちは、ようこそ”
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例会　その先の親睦
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社会奉仕委員会

ポール・ハリス・フェロー表彰

瀬川幸信君

室伏勝宏君

米山功労者表彰

◆遠藤（正）君、40周年事業お疲れ様でした。
◆室伏君、40周年の親睦一座、無事終了しました。来週は
そのビデオ放映です。

◆諏訪部（敏）君、早退します。
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飢餓問題と青少年育成において２団体と協力

理事会

国際ロータリーは、人道的奉仕の充実を目指す2つの
パートナーシップを新たに結びました。 

グローバル・フードバンキング・ネットワーク（Global 
FoodBanking Network）とのパートナーシップは、世
界各地の飢餓を緩和するためのリソースを提供する
ことを目的としています。また、青少年の活動を支援
する団体YSA（Youth Service America）とのパートナ
ーシップを通じて、地域社会の奉仕プロジェクトに
参加する若者を支援することが可能になります。 

グローバル・フードバンキング・ネットワークとの協
力を通じて、既に設置されている食糧バンクでのボ
ランティア、新たな食糧バンクの設置、食糧の回収活
動、運搬用トラックの提供、飢餓問題の認識向上活動、
その他の食糧プログラムにロータリアンが携わるこ
とが可能になります。 

「食糧バンクが必要とされる地域で、ロータリアンは
既に献身的な活動を行っている」と話すのは、同ネッ
トワークのCEO（最高経営責任者）、ジェフリー D. ク
レインさんです。ロータリアンには、20カ国以上で飢
餓をなくすための食糧バンクの奉仕プロジェクトに
参加し、リーダーシップを発揮してもらいたいと、大
きな期待を寄せています。 

青少年による奉仕の機会を促進 
1986年に設立されたYSAは、地域社会に奉仕する若者

（5～25歳）の輪を広げるために、65カ国以上にある数
百の団体と協力してきました。問題解決における若
者の力を生かすために、青少年、教師、地域団体、公務
員を対象とした研修を行うほか、子どもや若者が、ボ
ランティア活動や学業に専念し、地域の青少年リー
ダーとして活動できる機会を提供します。 

理事会

今日は、社会奉仕委員会です。
今日は、土屋さんの卓話の時間をお借りいたしまして、
劇団にんじんによります、認知症の啓発劇「心に咲く花」
をお送り致します。

劇団にんじんは、県東部を中心に活動する、主婦を中心
とするボランティアサークルですが、２０年前に創立し
て以来、いろいろな題材をもとに、オリジナルな劇をつ
くり上演している劇団です。

今日上演していただきます「心に咲く花」は、「認知症の
方とどう向き合ったらいいのか」「地域や社会で認知症
の方やその家族をどう支えていくのか。」と云う事を考
えるのに大変参考になるかと思います。

卓　話

劇団にんじん「心に咲く花」
社会奉仕委員会

委員長　鈴木郁夫君
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